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❒
主
催 

松
戸
県
民
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会 

❒
共
催 

（
一
社
）
洸
楓
座
、
松
戸
朗
読
と
文
学
の
会 

❒
後
援 

松
戸
市
教
育
委
員
会
、
千
葉
日
報
社
、
東
京
新
聞
、 

 

わ
が
ふ
る
さ
と
支
援
（
株
）、（
一
社
）
バ
サ
ル
ト
フ
ァ

イ
バ
ー
研
究
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
東
京 

「 「倚りかからず」「自分の感受性くらい」

「怒るときと許すとき」「対話」「握手」

「歳月」・・ 

茨木のり子の詩は、大胆に、勇敢に、 

自分らしく生きることを後押ししてくれま

す。これが、未来につながる自由でウェ

ルビーイングな選択ではないでしょう

か。 

 

 

「愛は努力である」 

     by プラトン 

 

“Love is Action”   

         by マザー・テレサ 

 

Designed by 一色宏 

 

 

 

 

 

Designed by 一色宏 
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序 
６
月
１
５
日
は
、
千
葉
県
民
の
日
と
さ
れ
て
お
り
、
県
内
の
小
中
学
校
な
ど

も
休
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
そ
の
日
は
土
曜
日

で
多
く
の
人
と
と
も
に
、
千
葉
県
に
つ
い
て
の
愛
着
を

醸
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
う
し
た
思
い
に
な
れ
る
の
は
、
日
本
が
「
平
和
」

で
あ
る
か
ら
で
す
。 

い
ま
か
ら
９
８
年
前
の
６
月
１
２
日
は
、 

詩
人
・
茨
木
の
り
子
の
誕
生
日
で
し
た
。 

彼
女
は
、
戦
時
下
に
青
春
時
代
を
過
ご
し
、
当
時
の
思
い
を
、 

『
わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
』
と
い
う
詩
に
、
書
い
て
い
ま
す
。 

茨
木
の
り
子
は
、
『
六
月
』
と
い
う
詩
も
遺
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
６
月
、
水
無
月
に
つ
い
て
の
詩
で
は
な
く
、 

私
た
ち
の
暮
ら
し
―
―
ど
こ
で
、
い
か
に
生
き
る
か
―
― 

に
つ
い
て
の
、
詩
人
の
意
思
を
表
現
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
を
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は 

「
愛
と
平
和
」
に
つ
い
て
の
詩
情
世
界
と
し
て
も
、 

感
じ
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

企
画 

佐
藤
建
吉
（
青
柳
浩
生
）
／
高
谷
秀
司 

２
０
２
４
年
６
月
１
５
日 

    

  

次 

第 

 

○
日
時 

２
０
２
４
年
６
月
１
５
日
午
後
２
時
～
４
時 

○
会
場 

松
戸
商
工
会
議
所
・
別
館
ホ
ー
ル 

 

㈠ 
 

第
一
部 

生
き
る 

自
分
の
感
受
性
く
ら
い 

時
代
お
く
れ 

汲
む 

こ
ど
も
た
ち 

㈡ 

第
二
部 

愛
と
平
和 

わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き 

 

内
部
か
ら
く
さ
る
桃 

そ
れ
を
選
ん
だ 

他 

㈢ 

第
三
部 

六
月 

母
さ
ん
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム 

花
の
名 

握
手 

六
月 

 
 
 

新
・
千
葉
県
民
歌
披
露 

 

 

＃
茨
木
の
り
子 

茨
木
の
り
子
、
本
姓
・
三
浦
、
１
９
２
６
年
（
大
正

１
５
年
）
６
月
１
２
日 

–
 

２
０
０
６
年
（
平
成
１

８
年
）
２
月
１
７
日
）
は
、
日
本
の
詩
人
、
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
、
童
話
作
家
、
脚
本
家
。
結
婚
前
は
、
宮
崎

圀
子
。
三
浦
安
信
（
医
師
）
と
１
９
４
９
年
に
結
婚
。 

１
９
５
３
年
５
月
に
「
詩
学
研
究
会
」
の
仲
間
の
川

崎
洋
と
同
人
誌
「
櫂
」
を
創
刊
。
創
刊
号
は
川
崎
洋
・

茨
木
の
り
子
の
二
人
。
二
号
か
ら
谷
川
俊
太
郎
、
三

号
か
ら
吉
野
弘
、
舟
岡
遊
治
郎
、
四
号
か
ら
水
尾
比

呂
志
が
参
加
、
そ
の
後
は
中
江
俊
夫
、
友
竹
辰
、
大

岡
信
な
ど
の
詩
人
が
参
加
。 

主
な
詩
集
に
、
『
対
話
』
『
見
え
な
い
配
達
夫
』
『
鎮

魂
歌
』『
自
分
の
感
受
性
く
ら
い
』『
倚
り
か
か
ら
ず
』

ほ
か
。
戦
時
下
の
女
性
の
青
春
を
描
い
た
代
表
作
の

詩
「
わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
」
（
１
９

５
８
年
刊
行
の
第
二
詩
集
『
見
え
な
い
配
達
夫
』
収

録
）
は
、
多
数
の
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

  

＃
詩
情
世
界 

茨
木
の
り
子
の
詩
に
は
惹
か
れ
る
人
が
多
い
。
そ
の

詩
人
は
、
生
き
た
時
代
背
景
に
強
く
影
響
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
し
た
状
況
を
考
現
し
て
洞
察
し
て
い
る
。

彼
女
が
遺
し
た
詩
情
は
自
身
の
歳
月
の
証
と
な
っ

た
。
そ
れ
は
現
代
に
お
い
て
は
、
情
況
を
詩
に
し
た

の
で
は
な
く
詩
が
情
景
を
再
現
し
、
私
た
ち
を
共
振

さ
せ
る
詩
情
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
詩
情
遺
韻
で

も
あ
り
、
詩
情
世
界
と
し
て
私
た
ち
は
共
有
で
き
る
。 

     

＃
一
般
社
団
法
人 

洸
楓
座
（
こ
う
ふ
う
ざ
） 

〒
１
０
５-

０
０
０
４ 

東
京
都
港
区
新
橋
１-

５-

５ 

国
際
善
隣
会
館
４
Ｂ 

地
域
快
活
を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ブ
ル
ネ
ル
、
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
応
援
酒
「
鐵
の
道
」
、
ま
ち
な
か
大
学
院
、

茨
木
の
り
子
な
ど
を
進
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

h
t
tp
:/
/w
ww
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of
uz
a
.
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＃
松
戸
朗
読
と
文
学
の
会 

千
葉
県
松
戸
市
で
、
毎
月
水
曜
日
の
午
後
に
開
催
さ

れ
る
。「
人
間
は
表
現
す
る
動
物
で
あ
る
」
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
。
通
算
で
１
０
８

回
を
超
え
て
い
る
。 

h
t
tp
s:
//
ww
w.
fa
ce
bo
ok
.c
om
/g
ro
up
s/
14
69
43
4

4
7
38
15
75
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＃
洸
楓
座
の
茨
木
の
り
子
の
行
事
例 

２
０
１
９
年
１
１
月
９
日
、
江
戸
川
区 

２
０
年
１
０
月
９
日
、
渋
谷
区 

２
１
年
１
２
月
２
２
日
、
港
区 

２
２
年
１
１
月
６
日
、
軽
井
沢
町 

２
２
年
１
１
月
１
７
日
、
軽
井
沢
町 

２
２
年
１
１
月
２
３
日
、
千
代
田
区 

２
３
年
６
月
１
２
日
、
北
区 

２
４
年
２
月
１
７
日
、
目
黒
区 
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

 
主
催
者
ス
ピ
ー
チ 

 

松
戸
で
の
県
民
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

会
長 

小
山 

勝 

 
 
 

松
戸
に
お
い
て
朗
読
と
文
学
の
会
を
毎
月
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
い
つ
の
間
に
か
１
０
８
回
を
数
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
会
で
も
、
昨
年
は
３
回
、
つ
ま
り
三
ヶ
月
に
わ
た
り
茨
木
の
り

子
の
詩
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
今
回
の
「
茨
木
の
り
子
の
詩
情
世

界
」
は
、
そ
の
延
長
に
あ
り
、
千
葉
県
民
の
日
に
、
松
戸
で
こ
れ
を

行
う
こ
と
は
、
意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
世
界
が
混
乱
に
あ
る

い
ま
、
茨
木
の
り
子
の
詩
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
の
で
は
と
思
い
ま

す
。
松
戸
市
教
育
委
員
会
は
じ
め
、
後
援
し
て
頂
い
た
団
体
に
は
感

謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
会
の
趣
旨
が
、
千
葉
県
の
、
全

国
の
、
世
界
の
市
民
に
広
ま
る
機
会
と
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。 

  

企
画
者
ト
ー
ク 

 
 
 
 

青
柳
浩
生
（
佐
藤
建
吉
） 

「
茨
木
の
り
子
の
詩
情
を
、
い
ま
共
有
し
た
い
」 

 

６
月
１
２
日
は
、
現
代
詩
の
長
女
と
い
わ
れ
た
茨
木
の
り
子
の
誕
生

日
で
す
。
１
９
２
６
年
生
ま
れ
で
今
年
は
９
８
歳
に
当
た
る
の
で
す
が
、 

 
 

８
０
歳
に
な
る
４
か
月
前
の
２
０
０
６
年
２
月
１
７
日
、
く
も
膜
下
症

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
「
茨
木
の
り
子
２

０
２
４
春
」
を
、
２
月
１
７
日
に
東
京
の
中
目
黒
ト
ラ
イ
で
開
催
し
ま

し
た
。 

今
回
は
「
茨
木
の
り
子
２
０
２
４
夏
」
と
し
て
、
６
月
１
２
日
（
水

曜
日
）
で
は
な
く
、
６
月
１
５
日
（
土
曜
日
）
に
開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
当
日
は
千
葉
県
民
の
日
で
も
あ
り
、
千
葉
県
松
戸
市
で
の

開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
茨
木
の
り
子
の
詩
に
「
六
月
」
が
あ
り

ま
す
。
ど
こ
か
に
美
し
い
村
は
な
い
か
／
ど
こ
か
に
美
し
い
街
は
な
い

か
／
ど
こ
か
に
美
し
い
人
と
人
の
力
は
な
い
か
で
始
ま
る
三
連
の
詩

で
す
。
し
か
し
こ
の
詩
に
、
六
月
の
文
字
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
詩
で

は
、
村
と
街
そ
し
て
人
と
人
の
力
と
深
め
て
い
ま
す
。
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
茨
木
の
り
子
の
詩
情
を
紐
解
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

い
ま
、
世
界
で
は
戦
争
や
紛
争
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
感
染
症
、
顕
著
に

な
っ
た
気
候
変
動
、
そ
し
て
地
震
や
津
波
や
火
山
爆
発
な
ど
、
私
た
ち

の
生
命
や
生
存
を
揺
さ
ぶ
る
事
象
が
共
在
し
混
乱
し
て
い
ま
す
。
茨
木

の
り
子
は
、
私
た
ち
人
間
が
「
生
き
る
」
こ
と
を
、「
愛
と
平
和
」
の
観

点
か
ら
語
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
朗
読
と
音
楽
で
、
市

民
参
加
の
カ
タ
チ
で
、「
六
月
」
の
茨
木
の
り
子
の
詩
情
を
、
こ
れ
ら
三

部
構
成
で
表
現
い
た
し
ま
す
。 

ま
と
め
と
し
て
、
茨
木
の
り
子
の
詩
を
素
材
に
、
愛
と
平
和
、
人
類

の
良
心
に
つ
い
て
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
に
致
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

   

＃
松
戸
で
の
県
民
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員

会 
 

会
長
／
小
山
勝
、
副
会
長
／
久
保
田
賢
三
・ 

 
 

佐
藤
建
吉
、
事
務
局
長
／
槇 

太
、
舞
台
監
督
／
高

谷
秀
司
、
監
事
／
佐
藤
真
理 

  

＃
小
山
勝 

 

高
知
県
の
出
身
。
大
手
住
宅
会
社
の
役
員
を
務
め
た

後
、
「
逃
げ
な
い
、
負
け
な
い
、
め
げ
な
い
」
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
松
戸
の
朗
読
と
文
学
の
会
の

２
代
目
会
長
と
し
て
会
を
け
ん
引
し
て
い
る
。
高
知

県
や
島
根
県
な
ど
の
ふ
る
さ
と
観
光
大
使
で
も
あ

り
、
世
直
し
の
必
要
性
を
伝
え
て
い
る
。
茨
木
の
り

子
の
詩
の
普
及
の
た
め
に
今
回
は
、
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
の
会
長
と
し
て
牽
引
。 

            

＃
青
柳
浩
生
（
佐
藤
建
吉
） 

 

茨
木
の
り
子
の
夫
、
母
、
墓
所
の
あ
る
鶴
岡
市
出
身
。

「
金
属
疲
労
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
で
工
学
博
士
取
得
。

そ
の
関
連
を
、
ソ
シ
オ
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
地
域
活

性
化
に
応
用
。
茨
木
の
り
子
の
行
事
活
動
も
そ
の
一

環
。
同
時
に
社
会
を
変
え
る
「
で
き
る
状
況
づ
く
り
」

を
提
唱
し
、〈
課
題
〉
を
〈
チ
ャ
レ
ン
ジ
〉
に
す
る
。

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座
理
事
長
＆
わ
が
ふ
る
さ
と

支
援
株
式
会
社
代
表
取
締
役
、
元
千
葉
大
学
准
教
授
。 

    
 



第
一
部 

 

生
き
る 

 

い
ま
、
世
界
で
は
戦
争
や
紛
争
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
感
染
症
、
顕
著
に
な

っ
た
気
候
変
動
、
そ
し
て
地
震
や
津
波
や
火
山
爆
発
な
ど
、
私
た
ち
の

生
命
や
生
存
を
揺
さ
ぶ
る
事
象
が
共
在
し
混
乱
し
て
い
ま
す
。 

毎
日
の
暮
ら
し
を
生
き
る
、
未
来
を
生
き
る
、
茨
木
の
り
子
は
ど
う
表

現
し
た
か
、
朗
読
を
通
し
て
知
り
ま
し
ょ
う
・
・
。 

朗
読 

 自
分
の
感
受
性
く
ら
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

朗
読
／
松
島
邦 

ぱ
さ
ぱ
さ
に
乾
い
て
ゆ
く
心
を
／
ひ
と
の
せ
い
に
は
す
る
な
／
み
ず

か
ら
水
や
り
を
怠
っ
て
お
い
て 

気
難
し
く
な
っ
て
き
た
の
を
／
友
人
の
せ
い
に
は
す
る
な
／
し
な
や

か
さ
を
失
っ
た
の
は
ど
ち
ら
な
の
か 

苛
立
つ
の
を
／
近
親
の
せ
い
に
は
す
る
な
／
な
に
も
か
も
下
手
だ
っ

た
の
は
わ
た
く
し 

初
心
消
え
か
か
る
の
を
／
暮
し
の
せ
い
に
は
す
る
な
／
そ
も
そ
も
が 

ひ
よ
わ
な
志
に
す
ぎ
な
か
っ
た 

 

駄
目
な
こ
と
の
一
切
を
／
時
代
の
せ
い
に
は
す
る
な
／
わ
ず
か
に
光

る
尊
厳
の
放
棄 

自
分
の
感
受
性
く
ら
い
／
自
分
で
守
れ
／
ば
か
も
の
よ 

  

時
代
お
く
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

朗
読
／
山
川
建
夫 

車
が
な
い
／
ワ
ー
プ
ロ
が
な
い
／
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
が
な
い
／
フ
ァ
ッ

ク
ス
が
な
い
／
パ
ソ
コ
ン 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

見
た
こ
と
も
な
い

／
け
れ
ど
格
別
支
障
も
な
い 

そ
ん
な
に
情
報
集
め
て
ど
う
す
る
の
／
そ
ん
な
に
急
い
で
何
を
す
る

の
／
頭
は
か
ら
っ
ぽ
の
ま
ま 

・
・
・ 

電
話
ひ
と
つ
だ
っ
て
／
お
そ
る
べ
き
文
明
の
利
器
で
／
あ
り
が
た
が

っ
て
い
る
う
ち
に
／
盗
聴
も
自
由
と
か
／
便
利
な
も
の
は
た
い
て
い

不
快
な
副
作
用
を
と
も
な
う 

       

＃
松
島
邦 

 

朗
読
家
・
朗
読
講
師
・
司
会
者
・
ナ
レ
ー
タ
ー
。
鶴

岡
市
出
身
。
早
稲
田
大
学
文
学
部
演
劇
専
修
卒
、
旅

行
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
業
務
を
経
て
朗
読
の
道
へ
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
日
本
朗
読
文
化
協
会
会
員
。
都
内
、
近
県
に
て

後
進
の
育
成
に
務
め
る
傍
ら
、
小
学
校
、
高
齢
者
施

設
等
で
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
る
。
鶴
岡
出

身
の
藤
沢
周
平
、
杉
村
顕
道
・
遠
藤
周
作
・
小
池
真

理
子
・
岸 

恵
子
・
平
山
弓
枝
、
山
本
周
五
郎
・
小

泉
八
雲
。
ほ
か
に
朗
読
劇
／
「
一
葉
の
恋
」
「
た
け

く
ら
べ
」「
悪
女
に
つ
い
て
」「
ベ
ア
テ
若
き
日
の
エ

ポ
ッ
ク
」・「
語
り
つ
ご
う 

あ
の
日
あ
の
頃
」「
ジ
ョ

ー
・
オ
ダ
ネ
ル
戦
争
写
真
展
＆
朗
読
会
」
等
。 

      

          

  

＃
山
川
建
夫 

 

東
京
都
出
身
。
慶
応
大
学
卒
業
し
て
フ
ジ
テ
レ
ビ
入

社
。
モ
ー
ニ
ン
グ
シ
ョ
ウ
司
会
の
後
、
１
７
年
後
退

社
千
葉
県
市
原
市
に
定
住
し
自
然
農
業
を
２
５
年

以
上
実
践
。
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
＆
司
会
業
の
ほ

か
朗
読
講
師
＆
執
筆
活
動
。 

 



・
・
・ 

何
が
起
ろ
う
と
生
き
残
れ
る
の
は
あ
な
た
た
ち
／
ま
っ
と
う
と
も
思

わ
ず
に
／
ま
っ
と
う
に
生
き
て
い
る
ひ
と
び
と
よ 

  

汲
む 

―
Ｙ
・
Ｙ
に
― 

 
 
 
 
 
 
 

朗
読
／
田
中
泰
子 

大
人
に
な
る
と
い
う
の
は
／
す
れ
っ
か
ら
し
に
な
る
こ
と
だ
と
／
思

い
込
ん
で
い
た
少
女
の
頃
／
立
居
振
舞
の
美
し
い
／
発
音
の
正
確
な

／
素
敵
な
女
の
ひ
と
に
会
い
ま
し
た 

・
・
・ 

初
々
し
さ
が
た
い
せ
つ
な
の
／
人
に
対
し
て
も
世
の
中
に
対
し
て
も 

 
 
 

・
・
・ 

年
老
い
て
も
咲
き
た
て
の
薔
薇 

柔
ら
か
く
／
外
に
む
か
っ
て
ひ
ら

か
れ
る
の
こ
そ
難
し
い
／
あ
ら
ゆ
る
仕
事
／
す
べ
て
の
い
い
仕
事
の

核
に
は
／
震
え
る
弱
い
ア
ン
テ
ナ
が
隠
さ
れ
て
い
る 

き
っ
と
…
… 

 

わ
た
く
し
も
か
つ
て
の
あ
の
人
と
同
じ
く
ら
い
の
年
に
な
り
ま
し
た

／
た
ち
か
え
り
／
今
も
と
き
ど
き
そ
の
意
味
を
／
ひ
っ
そ
り
汲
む
こ

と
が
あ
る
の
で
す 

  

こ
ど
も
た
ち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

朗
読
／
Ｙ
ｕ
ｍ
ｉ
ｋ
ｏ 

こ
ど
も
た
ち
の
視
る
も
の
は
い
つ
も
断
片
／
そ
れ
だ
け
で
は
な
ん
の

意
味
も
な
さ
な
い
断
片
／
た
と
え
視
ら
れ
て
も
／
お
と
な
た
ち
は
安

心
し
て
い
る
／
な
ん
に
も
わ
か
り
は
し
な
い
さ 

あ
れ
だ
け
ぢ
や 

し
か
し
／
そ
れ
ら
一
つ
一
つ
と
の
出
会
い
は
／
す
ば
ら
し
く
新
鮮
な

の
で
／
こ
ど
も
た
ち
は
永
く
記
憶
に
と
ど
め
て
い
る
／
よ
ろ
こ
び
で

あ
っ
た
も
の 

驚
い
た
も
の
／
神
秘
な
も
の 

醜
い
も
の
な
ど
を 

・
・
・ 

お
と
な
た
ち
に
と
っ
て
／
ゆ
め
ゆ
め
油
断
の
な
ら
な
い
の
は
／
な

に
よ
り
も
ま
づ 

ま
わ
り
を
走
る
こ
ど
も
た
ち
／
今
は
お
菓
子
ば

か
り
を
ね
ら
い
に
か
か
っ
て
い
る
／
こ
の
栗
鼠
ど
も
な
の
で
あ
る 

 

        

＃
田
中
泰
子 

 

一
葉
記
念
館
、
太
宰
治
文
学
サ
ロ
ン
、
吉
村
昭
研
究 

会
出
演
他
、
夏
目
漱
石
、
菊
池
寛
、
松
本
清
張
、
向

田
邦
子
作
品
等
朗
読
作
品
は
幅
広
く
、
様
々
な
演
出

で
舞
台
朗
読
を
展
開
。
邦
楽
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
シ
ャ

ン
ソ
ン
等
と
の
コ
ラ
ボ
多
数
。
吉
村
流
地
唄
舞
の
師

範
名
取
で
も
あ
り
「
語
り
と
舞
の
会
」
も
。
一
葉
記

念
館
、
産
経
学
園
他
講
師
。
パ
ー
テ
ィ
ー
、
式
典
等

の
司
会
多
数
。 

            

          

＃
Ｙ
ｕ
ｍ
ｉ
ｋ
ｏ 

 

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
ラ
イ
タ
ー
。
東
京
都
出
身
。

千
葉
大
学
工
学
部
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
卒
業

（
佐
藤
建
吉
研
究
室
で
水
環
境
問
題
に
つ
い
て
研

究
）
。
本
日
の
Ｍ
Ｃ
を
担
当
。 

        
 



第
二
部 

 

愛
と
平
和 

 

戦
時
中
に
高
等
学
校
と
専
門
学
校
（
今
の
大
学
）
を
過
ご
し
た
茨
木
の

り
子
。
そ
の
体
験
は
、
多
く
の
詩
情
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
心
根
は
、
い
ま
風
に
言
え
ば
「
愛
と
平
和
」。
愛
は
深
く
大
き
い
。
平

和
は
選
び
つ
く
る
。
未
来
の
た
め
に
。
そ
し
て
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
（
エ

タ
ニ
テ
ィ
、
永
遠
に
）
。 

朗
読 

 わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き 

 
 
 
 

朗
読
／
松
島
邦 

わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
／
街
々
は
が
ら
が
ら
崩
れ
て

い
っ
て
／
と
ん
で
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
／
青
空
な
ん
か
が
見
え
た

り
し
た 

わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
／
ま
わ
り
の
人
達
が
沢
山
死

ん
だ
／
工
場
で 

海
で 

名
も
な
い
島
で
／
わ
た
し
は
お
し
ゃ
れ

の
き
っ
か
け
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た 

・
・
・ 

わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
／
わ
た
し
は
と
て
も
ふ
し
あ

わ
せ
／
わ
た
し
は
と
て
も
と
ん
ち
ん
か
ん
／
わ
た
し
は
め
っ
ぽ
う

さ
び
し
か
っ
た 

 

だ
か
ら
決
め
た 

で
き
れ
ば
長
生
き
す
る
こ
と
に
／
年
と
っ
て
か

ら
凄
く
美
し
い
絵
を
描
い
た
／
フ
ラ
ン
ス
の
ル
オ
ー
爺
さ
ん
の
よ

う
に 

 
 

ね 

  

内
部
か
ら
く
さ
る
桃 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

朗
読
／
本
橋
映
子 

単
調
な
く
ら
し
に
耐
え
る
こ
と
／
雨
だ
れ
の
よ
う
に
単
調
な
…
… 

恋
人
ど
う
し
の
キ
ス
を
／
こ
こ
ろ
し
て
成
熟
さ
せ
る
こ
と
／
一
生

を
賭
け
て
も
食
べ
飽
き
な
い
／
お
い
し
い
南
の
果
物
の
よ
う
に 

 
 
 
 
 

・
・
・ 

ひ
と
び
と
は
盗
ま
な
け
れ
ば
な
ら
い
／
恒
星
と
恒
星
の
間
に
光
る

友
情
の
秘
伝
を
／ 

・
・
・ 

内
部
か
ら
い
つ
も
く
さ
っ
て
い
る
桃
、
平
和 

日
々
に
失
格
し
／
日
々
に
脱
落
す
る
悪
た
れ
に
よ
っ
て
／
世
界
は

／
壊
滅
の
夢
に
さ
ら
さ
れ
て
や
ま
な
い
。 

  

          

＃
一
色
宏 

 

愛
媛
県
松
山
市
出
身
。
詩
人
シ
ラ
ー
の
「
青
春
の
夢

に
忠
実
で
あ
れ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
洋
画
・
日
本
画

を
学
び
、
デ
ザ
イ
ン
の
制
作
に
携
わ
る
。
美
学
・
哲

学
の
師
に
学
び
な
が
ら
、
人
間
が
な
ぜ
、
真
・
善
・

美
・
利
を
求
め
る
の
か
を
追
求
し
、
デ
ザ
イ
ン
は
単

な
る
意
匠
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
に
と

ど
ま
ら
ず
、
生
活
文
化
と
し
て
の
役
割
や
、
企
業
文

化
の
創
造
の
た
め
に
、「H

um
an
 He

ar
t Fi

rs
t

」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
万
象
の
共
感
を
呼
ぶ
デ
ザ
イ
ン
を
探

求
し
て
い
る
。
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス
創
美
庵
・
未
来

創
庵
の
庵
主
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
制
作
に
専
念
。
デ
ザ

イ
ン
の
制
作
活
動
は
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
は
じ
め
、

多
方
面
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
て
い
る
。
朝
日
広
告

賞
、
毎
日
デ
ザ
イ
ン
賞
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｙ
Ｄ
Ｍ
ア
ソ 

シ
ェ
イ
シ
ョ
ン
理
事
長
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
知
恵
の
輪
理
事 

 

長
／N
P
O

日
本
伝
統
芸
術
文
化
協
会
理
事
／N

PO

徳

育
と
人
間
力
育
成
研
究
所
理
事
／N

P
O

ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
理
事
／
ロ
ー
マ
ニ
ア

ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
セ
ン
タ
ー
副
会
長
／
ミ
ス
ア
ジ
ア
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
本
部
理

事
審
査
員
。
山
田
養
蜂
場
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
広
告
は
、

朝
日
広
告
賞
／
毎
日
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
。
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
世
界
１
９
２
国
に
広
が

っ
て
い
る
。 

  

＃
本
橋
映
子 

 

横
浜
市
出
身
。
ピ
ア
ノ
、
チ
ェ
ロ
、
フ
ル
ー
ト
、
三

味
線
な
ど
、
音
楽
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
朗
読
会
に
多

数
出
演
。
朗
読
を
田
中
泰
子
氏
に
師
事
。
太
宰
治
、

夏
目
漱
石
、
藤
沢
周
平
、
絵
本
等
ジ
ャ
ン
ル
は
幅
広

い
。
田
中
泰
子
主
宰
の
銀
の
会
会
員
、
朗
読
と
文
学

の
会
会
員
。
お
花
も
好
き
で
学
生
時
代
に
草
原
流
師

範
取
得
。 

  

 
 



 
 
 
 
 

そ
れ
を
選
ん
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

朗
読
／
田
中
泰
子 

退
屈
き
わ
ま
り
な
い
の
が 

平
和 

単
調
な
単
調
な
あ
け
く
れ
が 

平
和 

生
き
方
を
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が 

平
和 

男
が
な
よ
な
よ
し
て
く
る
の
が 

平
和 

女
が
溌
剌
と
し
て
く
る
の
が 

平
和 

好
き
な
色
の
毛
糸
を
好
き
な
だ
け
買
え
る 

眩
し
さ
！ 

と
も
す
れ
ば
淀
み
そ
う
に
な
る
も
の
を 

フ
レ
ッ
シ
ュ
に
持
ち
続
け
て
ゆ
く
の
は 

難
し
い 

戦
争
を
や
る
よ
り 

ず
っ
と 

見
知
ら
ぬ
者
に
魂
を
譲
り
渡
す
よ
り 

ず
っ
と 

け
れ
ど 

わ
た
く
し
た
ち
は 

そ
れ
を 

選
ん
だ 

  

歌
唱 

 も
う
銃
を
と
ら
な
い
で 

 
 
 
 
 

 
 
 

歌
／
別
府
真
也 

 

も
う
銃
を
取
ら
な
い
で 

引
き
金
を
引
か
な
い
で
／
銃
を
構
え
る

こ
と
な
く 

横
た
え
ま
し
ょ
う
／
柔
ら
か
な
草
の
上
に 

温
か
な

土
の
上
に
／
貴
方
の
銃
を 

そ
っ
と
横
た
え
て
く
だ
さ
い 

夜
は
荒
れ
た
野
を
包
み 

風
は
や
さ
し
く
吹
き
／
き
ら
め
く
星
空

の
も
と 

露
が
宿
る
で
し
ょ
う
／
露
は
せ
せ
ら
ぎ
に
／
せ
せ
ら
ぎ

は
小
川
へ
と
／
小
川
は
大
河
と
な
っ
て 

大
地
を
癒
す
で
し
ょ
う 

砂
漠
は
草
む
ら
に 

草
む
ら
は
茂
み
へ
と
／
茂
み
は
林
と
な
り 

森
に
な
る
で
し
ょ
う
／
花
々
は
咲
き
乱
れ
／
鳥
た
ち
は
歌
い
合
い

／
心
に
は
安
ら
ぎ
が
／
頬
に
笑
み
が
戻
る
で
し
ょ
う 

 

憎
し
み
合
わ
な
い
で 

戦
い
合
わ
な
い
で
／
の
の
し
り
合
わ
な
い

で 

殺
し
合
わ
な
い
で
／
見
つ
め
合
い
ま
し
ょ
う 

互
い
の
胸
の

内
を
／
静
か
に
自
分
の
心
と 

相
手
の
心
を 

 
 

 
 

手
を
膝
に
置
き 

時
に
手
と
手
を
重
ね
／
ゆ
っ
く
り
と
ぽ
つ
ぽ
つ

と 

語
り
合
い
ま
し
ょ
う
／
好
き
な
花
の
こ
と
を 

詩
（
う
た
）
の

こ
と 

人
の
こ
と
／
そ
し
て
祈
り
ま
し
ょ
う 

人
と
世
の
た
め
に 

も
う
銃
を
取
ら
な
い
で 

引
き
金
を
引
か
な
い
で
／
銃
を
構
え
る

こ
と
な
く 

横
た
え
ま
し
ょ
う
／ 

 
 

 

           

     

＃
別
府
真
也 

オ
ペ
ラ
歌
手
（
バ
リ
ト
ン
）
。
北
九
州
市
出
身
。
千

葉
大
学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
修
了
。
日
本
オ
ペ

ラ
振
興
会
育
成
部
修
了
。
２
０
１
０
年
ロ
ー
タ
リ
ー

財
団
奨
学
金
に
よ
り
渡
伊
、
ミ
ラ
ノ
で
研
鑽
を
積
む
。

藤
原
歌
劇
団
で
は
「
セ
ビ
リ
ア
の
理
髪
師
」
バ
ジ
ー

リ
オ
、「
仮
面
舞
踏
会
」
ト
ム
、「
魔
笛
」
武
士
・
僧

侶
等
で
出
演
。
そ
の
他
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
「
ド

ン
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
」
「
ジ
ャ
ン
ニ
ス
キ
ッ
キ
」
各
タ

イ
ト
ル
ロ
ー
ル
等
に
出
演
。
第
三
回
横
浜
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
第
１
位
。
藤
原
歌
劇
団
団
員
。 

        

  
 



死
ん
だ
男
が
残
し
た
も
の
は 

 
 
 
 

歌
／
別
府
真
也 

 
 
 

 

 

チ
ャ
イ
ル
ド
ソ
ル
ジ
ャ
ー 

 
 
 
 

 
 
 

歌
／
チ
ー
ム
金
子 

 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

作
詩
／
宮
沢
優
、
作
曲
／
金
子
雄
一 

   

 

 

      
 

       

＃
チ
ー
ム
金
子 

２
０
０
９
年
１
２
月
、
旅
す
る
楽
団
「
チ
ー
ム
金
子
」

と
し
て
結
成
さ
れ
た
５
人
組
の
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
ン
ド
。
以
来
、
「
憲
法
フ
ォ
ー
ク
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ーi

n

東
京
」
と
い
う
舞
台
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
で
、
お
も
に
〝
民
衆
の
歌
ご
え
〟
と
い
う
意

味
で
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
歌
っ
て
い
る
。 

   
 

  
 

作詩 谷川俊太郎   作曲 武満 徹 

１ 

１
３
歳 

職
業
は 

兵
士 

 

生
ま
れ
た
と
き
は 

戦
争 

だ
っ
た 

 

逃
げ
て
も 

逃
げ
て
も 

逃
げ
ら
れ
な
い 

 

僕
ら
は
チ
ャ
イ
ル
ド
ソ
ル
ジ
ャ
ー 

 

戦
争
し
か
知
ら
な
い 

２ 

さ
ら
わ
れ
て 

銃
を 

持
た
さ
れ
た 

 
 

初
め
て
撃
っ
た 

そ
れ
は 

僕
の
友 

泣
い
て
も 

泣
い
て
も 

逃
げ
ら
れ
な
い 

 
 

僕
ら
は
チ
ャ
イ
ル
ド
ソ
ル
ジ
ャ
ー 

 
 

ふ
る
さ
と
を
追
わ
れ
た 

３ 

１
３
歳 

職
業
は 

兵
士 

 
 

戦
場
で 

先
頭
を 

歩
く 

 
 

地
雷
で 

吹
き
飛
ぶ 

生
き
る
探
査
機 

 
 

僕
ら
は
チ
ャ
イ
ル
ド
ソ
ル
ジ
ャ
ー 

 
 

今
日
も
ま
だ
生
き
て
い
る 

 

 
 

僕
ら
は
チ
ャ
イ
ル
ド
ソ
ル
ジ
ャ
ー 

戦
争
は
い
つ 

終
わ
る 

 



第
三
部 

 

六
月 

 

こ
の
松
戸
の
地
に
も
、
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
、
初
夏
を
彩
っ
て
い
ま
す
。

六
月
は
、
風
待
ち
月
。
新
し
い
心
地
よ
い
風
を
待
つ
。
１
９
６
０
年

（
昭
和
３
５
年
）
６
月
１
５
日
は
、
樺
美
智
子
が
死
ん
だ
日
。
茨
木

の
り
子
の
詩
に
は
そ
う
し
た
激
し
い
情
熱
が
あ
ふ
れ
る
。
ビ
ー
・
ボ

ー
ル
ド
、
ビ
ー
・
ブ
レ
イ
ブ
と
い
う
に
相
応
し
い
心
地
よ
さ
も
あ

る
。 

 
 

 

朗
読 

 母
さ
ん
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム 

 
 
 
 
 
 

朗
読
／
松
島
邦 

な
ん
の
御
馳
走
だ
っ
た
か
は
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
／
で
も
デ
ザ
ー
ト
だ

け
は
覚
え
て
る
／
母
さ
ん
の
作
っ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
／
す
て
き

と
も
な
ん
と
も
目
が
輝
く
よ 

 
 
 

・
・
・ 

み
ん
な
が
ぺ
ろ
ぺ
ろ
口
の
ま
わ
り
を
な
め
て
る
と
／
き
ま
っ
て
母

さ
ん
が
静
か
に
言
い
だ
す
／
あ
の
話 

・
・
・ 

ア
イ
ス
ス
ク
リ
ー
ム
た
べ
た
い
っ
て
／
死
ん
で
い
っ
た
兵
隊
さ
ん

が
い
た
わ･

･
･･
･･

／
僕 

ま
た
か
っ
て
思
う
け
ど
／
神
妙
に
聞
い

て
い
る 

   

花
の
名 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

朗
読
／
山
川
建
夫 

「
浜
松
は
と
て
も
進
歩
て
き
で
す
よ
」
／
「
と
申
し
ま
す
と
？
」

／
「
全
裸
に
な
っ
ち
ま
う
ん
で
す 

浜
松
の
ス
ト
リ
ッ
プ 

そ
り

ゃ
進
歩
的
で
す
」
／
な
る
ほ
ど
そ
う
い
う
使
い
方
も
あ
る
わ
け
か 

進
歩
的
！
／
登
山
帽
の
男
は
ひ
ど
く
陽
気
だ
っ
た
／
千
住
に
住
む

甥
っ
子
が
女
と
同
棲
し
ち
ま
っ
て
／
仕
方
が
な
い
か
ら
結
婚
式
を

あ
げ
て
や
り
に
ゆ
く
と
い
う
／ 

・
・
・ 

歳
月
は
あ
な
た
と
の
別
れ
の
準
備
の
た
め
に
／
お
お
か
た
費
や
さ

れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
／
い
い
男
だ
っ
た
わ 

お
父
さ
ん
／

娘
が
捧
げ
る
一
輪
の
花
／ 

 
 
 

・
・
・ 

そ
う
だ
泰
山
木
は
六
月
の
花
／
も
う
咲
い
て
い
た
な
ら
辛
夷

こ

ぶ

し

の
花 

 
 

・
・
・ 

か
の
登
山
帽
の
戦
中
派
／
花
の
名
前
の
誤
り
を
／
何
時 

何
処
で 

ど
ん
な
顔
し
て
／
気
づ
い
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う 

 

                         

    

マ
ロ
ン
入
り
ア
イ
ス
ス
ク
リ
ー
ム 

 

   
辛
夷
（
コ
ブ
シ
）
の
花 

 
 
 

 

泰
山
木
の
花 

 
 
 
 
 

）
の
花

 



雅
楽 

和
と
雅
楽
と
茨
木
の
り
子
の
世
界 

 
 
 
 
 

高
谷
秀
司 

詩
作
か
ら
『
握
手
』
と
『
六
月
』
を
取
り
上
げ
、
茨
木
の
り
子
の 

詩
情
の
世
界
を
、
雅
楽
と
結
び
つ
け
て
表
現
い
た
し
ま
す
。 

 

 

握
手 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

吟
詠
／
高
谷
秀
司 

手
を
さ
し
出
さ
れ
て 

握
り
か
え
す 

し
ま
っ
た
か
な
？ 

と
思
う 

い
つ
も 

相
手
の
顔
に
困
惑
の
い
ろ 

ち
ら
と
走
っ
て 

ど
う
も
強
す
ぎ
る
ら
し
い
の
で
あ
る 

手
を
さ
し
出
さ
れ
た
ら 

女
は
楚
々
と
手
を
与
え 

た
だ
委
ね
る
だ
け
が
作
法
な
の
か
も
し
れ
な
い 

あ
あ 

し
か
し 

そ
ん
な
こ
と
が
な
ん
じ
ゃ
ら
べ
え 

わ
た
し
は 

わ
た
し
の
流
儀
で
や
り
ま
す 

す
な
わ
ち 

親
愛
の
情
ゆ
う
ぜ
ん
と
溢
れ
る
と
き
は 

握
力
計
で
も
握
る
よ
う
に 

ぐ 

ぐ 

ぐ
っ
と 

力
を
籠
め
る 

 

痛
か
っ
た
っ
て
知
ら
な
い
の
だ 

ブ
ル
ガ
リ
ヤ
の
詩
人
は
大
き
な
手
で
こ
ち
ら
の
方
が
痛
か
っ
た 

老
舎
の
手
は
や
わ
ら
か
で
私
の
手
の
中
で
痛
そ
う
だ
っ
た 

  

六
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吟
詠
／
高
谷
秀
司 

ど
こ
か
に
美
し
い
村
は
な
い
か 

一
日
の
仕
事
の
終
り
に
は
一
杯
の
黒
麦
酒 

鍬
を
立
て
か
け 

籠
を
置
き 

男
も
女
も
大
き
な
ジ
ョ
ッ
キ
を
か
た
む
け
る 

ど
こ
か
に
美
し
い
街
は
な
い
か 

食
べ
ら
れ
る
実
を
つ
け
た
街
路
樹
が 

ど
こ
ま
で
も
続
き 

す
み
れ
い
ろ
し
た
夕
暮
は 

若
者
の
や
さ
し
い
さ
ざ
め
き
で
満
ち
満
ち
る 

ど
こ
か
に
美
し
い
人
と
人
と
の
力
は
な
い
か 

同
じ
時
代
を
と
も
に
生
き
る 

し
た
し
さ
と
お
か
し
さ
と
そ
う
し
て
怒
り
が 

鋭
い
力
と
な
っ
て 

た
ち
あ
ら
わ
れ
る 

  

＃
高
谷
秀
司 

 

雅
楽
師
・
ギ
タ
リ
ス
ト
・
教
育
者
。
音
楽
ロ
ッ
ジ
「
サ

ウ
ン
ド
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
を
４
０
年
前
か
ら
開
設
し

ロ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
振
興
。
茨
木
の
り
子
の
詩

情
遺
韻
を
和
琴
で
（
と
き
に
は
ギ
タ
ー
で
）
、
静
動

心
魂
に
て
朗
詠
演
出
。 

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
東
京
の
企
画
室
長
で
も
あ
り
、
道
徳

教
育
を
実
践
。
大
阪
府
出
身
。 

著
書
に
『
雅
を
奏
で
る
ギ
タ
ー
紳
士
』
が
あ
る
。
高

谷
秀
司
の
感
性
・
思
考
は
万
華
鏡
の
よ
う
に
変
化
に

富
み
、
多
面
的
だ
。
そ
し
て
、
豪
快
で
あ
り
、
繊
細

で
も
あ
る
。
雅
に
生
き
る
高
谷
秀
司
の
解
体
新
書
。 

論
文
に
『
善
隣
』
２
０
２
３
年
１
２
月
号
（
５
４
２

号
）
。「
人
間 

聖
徳
太
子 

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
神

髄
」
―
和
を
以
て
貴
し
と
為
す
―
が
あ
る
。 

  

         
 
 

 

  

  
＃
雅
楽 

雅
楽
は
１
２
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、
日
本
の

古
典
音
楽
と
し
て
、
ま
た
世
界
の
古
典
音
楽
と
し
て

外
国
で
も
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。 

日
本
古
来
の
儀
式
音
楽
や
舞
踊
な
ど
と
、
仏
教
伝
来

の
飛
鳥
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
め
に
か
け
て
の
４

０
０
年
間
あ
ま
り
の
間
に
、
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島

か
ら
伝
え
ら
れ
た
音
楽
や
舞
、
そ
し
て
平
安
時
代
に

日
本
独
自
の
様
式
に
整
え
ら
れ
た
音
楽
。 

奈
良
時
代
・
平
安
時
代
か
ら
、
雅
楽
の
演
奏
は
、
宮

廷
は
勿
論
、
寺
院
や
神
社
に
お
い
て
盛
ん
に
演
奏
さ

れ
、
そ
し
て
１
０
０
０
年
以
上
、
京
都
・
奈
良
・
大

阪
の
専
門
の
演
奏
家
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

明
治
時
代
に
宮
内
庁
式
部
職
楽
部
が
創
設
さ
れ
雅

楽
を
伝
承
し
て
い
る
。 

謳
う

う
た

／
舞
う

ま

／
囃
す

は
や

の
三
つ
が
様
式
の
原
点
と
し

て
演
じ
ら
れ
る
。
能
や
歌
舞
伎
と
し
て
伝
承
さ
れ
、

発
展
し
て
き
た
。 

  
 



特
別
企
画 

 
 

電
子
ピ
ア
ノ
演
奏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  

演
奏
／
小
森
俊
明 

 

新
・
千
葉
県
民
歌
の
披
露 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

青
柳
浩
生
・
高
谷
秀
司 

                

み
ん
な
で
歌
う 

 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

歌
／
チ
ー
ム
金
子 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

             

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ 

 
 

「
２
０
２
４
秋
／
９
２
１
」
の
案
内
と
と
も
に
。
写
真
撮
影
ほ
か
。 

 

＃
小
森
俊
明 

 

作
曲
家
、
編
曲
家
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
東
京
藝
術
大
学

を
経
て
同
大
学
院
修
了
（
作
曲
専
攻
）
。
現
代
音
楽
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
異
分
野
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
フ
リ
ー
・
イ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
／
フ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
、
合
唱
の
各
分
野
で
活
動
。

日
本
交
響
楽
振
興
財
団
作
曲
賞
、
東
京
国
際
室
内
楽

作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
、
Ａ
Ａ
Ｃ
サ
ウ
ン
ド
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
道
場
（
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）
、

E
X
PE
RI
ME
NT
AL 

SO
UN
D, 

AR
T 

&
 
P
ER
FO
RM
AN
CE 

F
E
ST
IV
AL

（
ト
ー
キ
ョ
ー
ワ
ン
ダ
ー
サ
イ
ト
）
他
多

数
入
賞
・
入
選
。
「
ヒ
バ
リ
震
災
義
援
音
楽
配
信
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
楽
曲
配
信
。
桐
朋
学
園
大
学
講
師

を
経
て
（
一
社
）
日
本
作
曲
家
協
議
会
会
員
、
日
本

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員
、
即
興
ユ
ニ

ッ
ト
「
空
観
無
為
」
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
サ
イ
ケ
デ
リ
ッ

ク
合
奏
団
「
邪
宗
門
」
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
奏
者
、

「S
o
ci
al
 A
rt
s
 P
ro
je
ct

」
同
人
。
主
要
作
品
は
、

音
楽
之
友
社
、
カ
ワ
イ
出
版
、
マ
ザ
ー
ア
ー
ス
、
イ

レ
ー
ヌ
、
Ｊ
Ｆ
Ｃ
よ
り
楽
譜
出
版
＆
芸
術
全
般
著
書

７
冊
。 

                                     

新・千葉県民の歌 

作詞：青柳浩生 ／ 作曲：高谷秀司 

安房： 
夢を追い求め、海をこぐ 
安房の海よ、輝き放て 
誇り高く、未来へと続く 
千葉の時代、輝く海 

上総： 
夢を追い求め、大地を進む 
上総の大地、実り豊かに 
誇り高く、未来へと続く 
千葉の時代、輝く大地 

下総： 
夢を追い求め、街をつくる 
下総の街、光り輝く 
誇り高く、未来へと続く 
千葉の時代、輝く街 

千葉： 
夢を追い求め、人をむすぶ 
千葉の人、愛を携え 
誇り高く、未来へと続く 
千葉の時代、輝く人 

鳩を飛ばそう 

作詞：宮沢優 ／ 作曲：どんぐり 

 

砂に描いた絵のように 砂時計のように 

風に吹かれて 鳩が消えてゆく 

早く 早く 早く 

鳩の羽が消えて しまわないうちに 

難しいことはなんていらない 

みんなとてをつないで もう戦争はいらないと 

みんなとてをつないで 大きな声をあげよう 

 

いつもどこかを飛んでいる 危うく飛んでいる 

私のまわり 恐怖に打ち震えて 

速く 速く 速く 

鳩がすっかり消えて しまわないうちに 

難しいことはなんていらない 

世界に続く空に もう戦争はやめようと 

世界に続く空に 大きな歌を響かせよう 

大きな歌を響かせよう 大きな歌を響かせよう 

 

繰り返し 

宇宙の大愛に包まれし地球 
新しき夜明け 世界五大州の夜明け 
海は すべての生命の故郷なり 
国々の文明・文化交流の海路 

豊饒の大地は 美しき緑ひろがりて 
英知と情熱の 働く力は高まりぬ 

鳩は喜びに 清き心の羽根ひろげ 
万物の母の使いか 善美の女神なり 
優しさと 純なる魂の導きか 
真理と 知恵の翼は羽ばたけり 

”愛は努力である” とプラトンは言う 
マザー・テレサは ”Love is Action" と 
愛と思いやりの 宝座は人間生命の奥底に 
心より出ず 願いし使命は 世界の平和 

デザイン／一色宏 



 
 

２
０
１
９
．
１
１
．
５ 

２
０
１
９
．
１
１
．
９ 

  ２
０
２
０
．
１
０
．
９ 

２
０
２
１
．
１
２
．
２
２ 

２
０
２
２
．
１
１
．
６ 

２
０
２
２
．
１
１
．
１
７ 

２
０
２
２
．
１
１
．
２
３ 

２
０
２
３
．
６
．
１
２ 

２
０
２
４
．
２
．
１
７ 

２
０
２
４
．
６
．
１
５ 

２
０
２
４
．
９
．
２
１ 

２
０
２
４
．
１
２
．
２
１ 

洸
楓
座
に
よ
る
茨
木
の
り
子
の
行
事
開
催
の
ま
と
め 

『
倚
り
か
か
ら
ず
』
開
催
予
告 

茨
木
の
り
子
２
０
１
９
秋
／
倚
り
か

か
ら
ず 

   茨
木
の
り
子
２
０
２
０
秋
／
怒
る
と

き
と
許
す
と
き 

茨
木
の
り
子
２
１
２
１
冬
／
歳
月 

日
本
語
を
味
わ
う 

―
茨
木
の
り
子
の

詩
作
を
題
材
と
し
て 

防
災
食
を
味
わ
う
『
茨
木
の
り
子
の
献

立
帖
』
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら 

茨
木
の
り
子
２
０
２
２
冬
／
対
話 

茨
木
の
り
子&
金
澤
翔
子 

バ
ー
ス
テ

ー
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
～ 

い
ま
二
人
の

筆
跡
か
ら
学
ぶ
こ
と 
～ 

茨
木
の
り
子
２
０
２
４
春 

茨
木
の
り
子
２
０
２
４
夏 

茨
木
の
り
子
２
０
２
４
秋 

茨
木
の
り
子
２
０
２
４
冬 

荘
内
日
報 

タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀

（
江
戸
川
区
） 

 

東
京
ウ
イ
メ
ン
ズ
プ
ラ

ザ
（
渋
谷
区
） 

日
仏
文
化
協
会
汐
留
ホ

ー
ル
（
港
区
） 

く
つ
か
け
テ
ラ
ス
（
中

軽
井
沢
図
書
館
）
多
目

的
室 

旧
軽
井
沢
公
民
館 

大

会
議
室
＆
調
理
室 

 
日
比
谷
図
書
文
化
館 

小
ホ
ー
ル
（
千
代
田
区
） 

北
と
ぴ
あ
（
北
区
） 

中
目
黒
ト
ラ
イ 

   

https://www.facebook.com/groups/2518042215133523/po
sts/2556934047911006/
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